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　平成27年3月定例会に上程された新年度予算案について、全議員が所属する『予算決算委員会』で審査を行
いました。

一般会計 232億7000万円 前年度比16億8000万円の減

歳入

歳出

●市税の見込み額については
　80億4,500万円、前年度比0.3％の減、
　（固定資産税は、評価替えにより、１億600万円の減、
　個人市民税は5,400万円の増、法人市民税は、
　1,700万円の増）となります。

●市税の見込み額については
　80億4,500万円、前年度比0.3％の減、
　（固定資産税は、評価替えにより、１億600万円の減、
　個人市民税は5,400万円の増、法人市民税は、
　1,700万円の増）となります。

……3億6,099万円

………………2,285万円

……………2億4,418万円

……………5億5,719万円

……………1億5,280万円

…………5億3,654万円

……………3億3,172万円

●拡充事業の主なものは
　○（仮称）市民活動センター　
　　設置事業の推進
　○有害鳥獣駆除対策の強化

　○観光振興事業の推進

　○生活道路の整備、維持管理
　　の推進
　○高部・安国寺地区歴史環境
　　整備事業
　○防災行政無線のデジタル化
　　事業の推進
　○玉川どんぐり保育園・
　　わかば保育園・
　　よこうち保育園の支援

……5,084万円

…………………4,142万円

…………………1,004万円

………………………9万円

…………………3,358万円

…………………1,422万円

……………………668万円

……………………………20万円

……5,084万円

…………………4,142万円

…………………1,004万円

………………………9万円

…………………3,358万円

…………………1,422万円

……………………668万円

……………………………20万円

●新規事業の主なものは
　○ひまわり作業所・ひまわり
　　の里移転新築の推進
　○ふれあいの里施設整備

　○生活困窮者自立支援事業

　○特定外来生物の防除

　○第３子以降保育料軽減事業

　○住宅団地の販売促進

　○中学校台湾交流事業

　○公共施設等総合管理計画の
　　策定

●新規事業の主なものは
　○ひまわり作業所・ひまわり
　　の里移転新築の推進
　○ふれあいの里施設整備

　○生活困窮者自立支援事業

　○特定外来生物の防除

　○第３子以降保育料軽減事業

　○住宅団地の販売促進

　○中学校台湾交流事業

　○公共施設等総合管理計画の
　　策定

……3億6,099万円

………………2,285万円

……………2億4,418万円

……………5億5,719万円

……………1億5,280万円

…………5億3,654万円

……………3億3,172万円

●拡充事業の主なものは
　○（仮称）市民活動センター　
　　設置事業の推進
　○有害鳥獣駆除対策の強化

　○観光振興事業の推進

　○生活道路の整備、維持管理
　　の推進
　○高部・安国寺地区歴史環境
　　整備事業
　○防災行政無線のデジタル化
　　事業の推進
　○玉川どんぐり保育園・
　　わかば保育園・
　　よこうち保育園の支援

●基金の取り崩し額は
　３億円、前年度比、枠対象一般財源ベースで0.7％の減
　（平成29年度からは基金を取崩さず予算を組む予定）
　基金の残高　34億7,737万円（平成27年度末見込）

●市債の発行額はいくらか
　27億8,214万円、前年度比39.5%の減になります。
●基金の取崩し額は
　財政調整基金の取崩しは3億円です。

●市債の発行額はいくらか
　27億8,214万円、前年度比39.5%の減になります。
●基金の取崩し額は
　財政調整基金の取崩しは3億円です。

66億6,350万円

5億8,454万円

21億2,242万円

2億3,089万円

1,842万円

39億7,450万円

特別会計・企業会計
国民健康保険

後期高齢者医療

水道事業会計

国民健康保険診療所

墓地事業

下水道事業会計

粟沢観音粟沢観音
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茅
野
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月

26
日（
木
）か
ら
３
月
23
日（
月
）ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
な
ど
34
議
案
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承

認
、
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳
情
９
件
が
審
議
さ

れ
、
採
択
１
件
、
趣
旨
採
択
２
件
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
意
見
書
案
３
件
の
う

ち
、
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、

10
、
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
審
査
経
過
及
び
結
果
は
、
常
任

委
員
会
報
告
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

１
億
５
８
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
62
億
１
７
８
１
万
円
と

す
る
も
の
。

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

２
３
２
億
７
千
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、

（
仮
称
）市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
複
合
館
）

建
設
事
業
に
つ
い
て
期
間
及
び
限
度
額

等
を
定
め
、
地
方
債
と
し
て
、（
仮
称
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
複
合
館
）建
設
事

業
な
ど
、
計
21
事
業
の
限
度
額
等
を
定

め
る
も
の
。

　

ま
た
、
一
時
借
入
金
の
借
り
入
れ
最

高
額
、
歳
出
予
算
の
流
用
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
。

【
討
　
論
】

　
「
本
予
算
は
、
財
政
健
全
化
の
名
の

も
と
に
予
算
削
減
を
行
い
、
今
年
度
は
、

重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ
支
給
さ

れ
る
心
身
障
害
福
祉
金
の
対
象
範
囲
を

大
幅
に
狭
め
た
。

　

ま
た
生
活
保
護
基
準
が
見
直
さ
れ
、

就
学
援
助
の
基
準
も
引
き
下
げ
る
な
ど
、

教
育
や
福
祉
に
与
え
る
影
響
が
目
立
つ
。

本
来
、
生
活
が
成
り
立
た
な
い
方
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
が
地
方
自
治
の
仕
事

で
あ
る
。道
路
整
備
や
企
業
の
支
援
・

誘
致
よ
り
も
、
生
活
を
支
え
る
こ
と
、

子
ど
も
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

優
先
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
予

算
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
反
対
す
る
。」

　
「
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
に
頼

ら
な
い
収
支
均
衡
予
算
の
考
え
の
も
と
、

基
金
の
取
崩
し
額
は
、
平
成
26
年
度
は

目
標
５
億
円
に
対
し
て
４
億
７
千
万
、

平
成
27
年
度
は
３
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
は
、
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
強
化
、
政
策
的
経
費
の
重

点
化
に
よ
る
事
業
の
選
択
、
国
の
４
兆

円
規
模
の
特
別
枠
の
活
用
、
の
３
点
を

基
本
方
針
と
し
て
、
財
政
状
況
が
苦
し

い
中
で
は
あ
る
が
、
新
規
・
拡
充
事
業

　

予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
平
成
26
年
度
の
補
正
予
算
に
係

る
議
案
２
件
と
、
平
成
27
年
度
各
会
計

予
算
に
係
る
議
案
10
件
。

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
２
億
１
０
２
５
万
３
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
９
億
５

０
０
３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　

繰
越
明
許
費
は
、国
の
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
関
係
の
11
事
業
を

含
む
21
事
業
、合
計
５
億
９
０
９
５
万
４

千
円
、債
務
負
担
行
為
補
正
は
、追
加
が

１
事
業
、変
更
が
１
事
業
、地
方
債
の
補

正
は
、追
加
が
３
事
業
、変
更
が
４
事
業
。

・
昨
年
２
月
の
豪
雪
に
よ
り
倒
壊
し
た

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
に
対
す
る
助
成
事

　

業
で
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
対
象
件

　

数
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
補
助
金
２

　

億
５
０
７
７
万
６
千
円
の
減
。

・
入
札
に
よ
る
全
体
事
業
費
の
減
と
、

　

年
次
計
画
の
内
容
変
更
に
よ
る
今
年

　

度
事
業
分
の
事
業
費
の
減
に
よ
る
、

　

防
災
無
線
経
費
３
億
１
４
８
０
万
９

　

千
円
の
減
。

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
な

　

ど
、
国
の
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

　

援
交
付
金
を
活
用
し
た
11
事
業
、
合

　

計
１
億
７
４
６
８
万
１
千
円
の
増
。

予
算
決
算
委
員
会宮

坂　

武
男

委
員
長

平
成
26
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て

可
決

主
な
歳
出

定
例
会
よ
り

定
例
会
よ
り

定
例
会
よ
り

３
月
３
月

常
任
委
員
会
報告

議
案
第
21
号

平
成
27
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

可
決

議
案
第
23
号

平
成
26
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に

つ
い
て

議
案
第
22
号

可
決

反
対
意
見

賛
成
意
見
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こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

１
８
４
２
万
６
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　

総
務
環
境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、議
案
10
件
、請
願
１
件
、陳
情
３
件
。

平
成
27
年
度
茅
野
市
墓
地
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
27
号

平
成
27
年
度
茅
野
市
米
沢
鋳
物
師
屋

財
産
区
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

可
決

議
案
第
30
号

平
成
27
年
度
茅
野
市
豊
平
下
菅
沢
財

産
区
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
31
号

諏
訪
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

可
決

議
案
第
５
号

平
成
27
年
度
茅
野
市
泉
野
大
日
影
財

産
区
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

可
決

議
案
第
32
号

　

こ
の
議
案
は
、
収
益
的
支

出
、
資
本
的
支
出
の
総
額
を
21
億
２
２

４
２
万
２
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
、
債
務
負
担
行
為
、
企
業

債
、
一
時
借
入
金
の
限
度
額
、
流
用
な

ど
を
定
め
る
も
の
。

平
成
27
年
度
茅
野
市
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
28
号

　

こ
の
議
案
は
、
収
益
的
支

出
、
資
本
的
支
出
の
総
額
を
39
億
７
４

５
０
万
８
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
、
債
務
負
担
行
為
、
企
業

債
、
一
時
借
入
金
の
限
度
額
、
流
用
な

ど
を
定
め
る
も
の
。

　

こ
の
議
案
は
、
諏
訪
広
域

連
合
が
処
理
す
る
事
務
等
に
消
防
団
等

の
事
務
の
一
部
を
加
え
、
消
防
に
関
す

る
事
務
及
び
介
護
保
険
の
保
険
給
付
費

関
係
経
費
の
負
担
割
合
を
変
更
し
、
介

護
保
険
料
軽
減
関
係
費
の
負
担
割
合
を

加
え
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
保
険
給
付
費
関
係
経
費
の
負
担
に

つ
い
て
、
今
ま
で
、
人
口
割
１
０
０
％

で
あ
っ
た
も
の
が
、
人
口
割
90
％
、
保

険
給
付
割
10
％
と
な
る
が
、
事
業
発
足

当
初
の
考
え
方
と
変
わ
る
の
は
な
ぜ
か
。」

　
「
介
護
保
険
を
広
域
全
体
で
支
え
る

と
い
う
考
え
で
や
っ
て
き
た
。
15
年
間
、

人
口
割
の
負
担
で
行
っ
て
き
た
が
、
保

険
給
付
割
合
と
の
か
い
離
が
大
き
い
た

め
、負
担
割
合
の
変
更
に
つ
い
て
、茅
野

市
か
ら
他
市
町
村
へ
投
げ
か
け
た
。見
直

し
に
つ
い
て
は
、
６
市
町
村
が
給
付
費

割
で
負
担
す
る
の
が
本
来
の
考
え
方
で

あ
る
と
の
認
識
で
あ
り
、
今
後
３
年
間

で
検
討
を
進
め
、
第
７
期
が
始
ま
る
前

に
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。」

　
「
市
と
町
村
の
話
し
合
い
は
市
が
優

位
に
立
ち
町
村
の
意
見
が
通
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。｣

　
「
６
市
町
村
の
会
議
の
場
で
は
対
等

平
成
27
年
度
茅
野
市
下
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
29
号

総
務
環
境
委
員
会堀　

　
　

晃

委
員
長

回
答

回
答

質
問

質
問

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

66
億
６
３
５
０
万
４
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
時
借
入
金
の
借
り
入

れ
最
高
額
、
歳
出
予
算
の
流
用
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
。

平
成
27
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
24
号

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

５
億
８
４
５
４
万
７
千
円
と
定
め
る
も

の
。 平

成
27
年
度
茅
野
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
25
号

　

こ
の
議
案
は
、
収
益
的
支

出
、
資
本
的
支
出
の
総
額
を
２
億
３
０

８
９
万
２
千
円
と
定
め
る
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
時
借
入
金
の
限
度
額
、

流
用
な
ど
を
定
め
る
も
の
。

平
成
27
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
26
号

と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
さ
せ

る
た
め
の
身
の
丈
に
合
っ
た
予
算
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
予
算
に

は
賛
成
す
る
。
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こ
の
議
案
は
、
市
民
と
市

が
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
防
災
に
向

け
た
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
に
お
い
て
人
と
人
が
支
え
合
う
、

安
全
で
安
心
な
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
防
災
会
議
と
の
調
整
は
済
ん
で
い

る
の
か
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
と
の

関
連
は
ど
う
か
。｣

　
「
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
条
例
で
あ
り
、
防
災
会
議

に
諮
問
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
な
ど

の
手
続
き
は
、
防
災
対
策
法
の
中
に
も

地
域
防
災
計
画
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。｣

質
問

回
答

質
問

質
問

茅
野
市
災
害
に
強
い
支
え
合
い
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
８
号

　

こ
の
議
案
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
た
給

与
改
定
を
行
う
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
実
際
の
手
取
り
は
ど
う
な
る
の
か
。

６
級
７
級
の
職
員
の
給
与
は
減
る
の

か
。」

　
「
給
料
表
を
改
定
し
て
減
額
す
る
が
、

減
額
保
障
が
あ
る
た
め
、
給
料
表
で
下

が
っ
た
人
で
も
、
平
成
27
年
３
月
31
日

の
給
料
額
が
３
年
間
は
維
持
さ
れ
る
。

茅
野
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
茅
野
市
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

可
決

議
案
第
10
号

　

こ
の
議
案
は
、
行
政
手
続

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
同
法
で
新
た

に
規
定
さ
れ
た
事
項
を
追
加
す
る
た
め

の
も
の
。
行
政
指
導
及
び
行
政
指
導
の

中
止
等
に
関
し
て
の
事
項
を
規
定
す
る

も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
の
趣
旨

は
。」

　
「
公
平
性
の
向
上
、
使
い
や
す
さ
の

向
上
、
国
民
の
救
済
手
続
き
の
充
実
拡

大
の
３
要
素
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。｣

茅
野
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
９
号

回
答

回
答

　

こ
の
議
案
は
、
国
家
公
務

員
の
退
職
手
当
の
改
正
に
準
じ
た
退
職

手
当
の
改
定
を
行
う
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

茅
野
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

可
決

議
案
第
11
号

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
教
育
委
員
会

委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新
た

な
教
育
長
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
こ
と

等
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も

の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
12
号

な
立
場
で
意
見
を
交
わ
し
今
回
の
結
論

に
な
っ
た
。｣

　
「
消
防
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
消

防
力
の
向
上
と
経
費
の
縮
減
が
大
前
提

に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
経
費

の
見
込
み
額
は
。」

　
「
前
年
度
と
の
比
較
で
６
３
０
０
万

円
が
茅
野
市
の
負
担
金
の
増
と
な
っ
て

い
る
が
、
退
職
手
当
積
立
金
が
三
千
万

円
、
来
年
の
退
職
金
が
二
千
万
円
、
通

信
指
令
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

う
運
営
経
費
三
千
万
円
が
含
ま
れ
る
の

で
、
実
質
負
担
額
は
減
少
す
る
。
人
件

費
は
定
員
が
減
少
す
る
の
で
削
減
さ
れ

て
い
く
と
考
え
る
。｣

【
討　

論
】

　
「
３
年
後
の
見
直
し
が
給
付
費
割
に

重
き
を
置
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
反
対

で
あ
る
。｣

　
「
受
益
者
負
担
の
原
則
に
近
づ
け
る

た
め
の
第
一
歩
だ
と
思
う
。
緊
縮
財
政

の
中
、
血
税
の
有
効
活
用
を
考
え
る
中

で
の
第
一
歩
で
あ
る
の
で
賛
成
す
る
。」

回
答

質
問

反
対
意
見

賛
成
意
見
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質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

　

こ
の
議
案
は
、
防
災
会
議

の
定
数
を
40
人
か
ら
45
人
に
増
や
し
、

委
員
に
陸
上
自
衛
隊
の
隊
員
等
を
加
え

災
害
の
多
発
に
備
え
る
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
自
衛
隊
の
隊
員
を
入
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
指
揮
権
が
市
長
か
ら
自
衛

隊
に
移
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ

る
。
文
民
統
制
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。」

　
「
防
災
に
精
通
す
る
方
に
お
願
い
す

る
。
災
害
対
策
基
本
法
、
県
の
防
災
会

議
に
な
ら
い
自
衛
隊
の
方
を
委
嘱
す
る
。

委
員
45
人
の
う
ち
の
１
人
で
あ
り
、
そ

の
方
に
従
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。｣

　
「
自
主
防
災
組
織
連
合
会
に
は
、
ど

の
よ
う
な
方
が
選
出
さ
れ
る
の
か
。｣

　
「
女
性
の
目
線
か
ら
と
い
う
こ
と
で

宮
川
の
自
主
防
災
組
織
か
ら
は
、
女
性

が
選
ば
れ
て
い
る
。
自
主
防
災
組
織
の

会
長
は
区
長
会
長
が
兼
務
し
、
選
出
さ

れ
て
い
る
。｣

【
討
　
論
】

　
「
自
衛
隊
の
性
質
か
ら
し
て
、
法
で

決
め
ら
れ
た
こ
と
と
は
い
え
賛
成
で
き

な
い
。｣

　
「
自
衛
隊
は
、
災
害
の
際
に
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
組
織
な
の
で
、
事
前
に
協

議
を
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。」

茅
野
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
19
号

　

こ
の
議
案
は
、
国
民
保
護

協
議
会
の
定
数
を
増
や
す
た
め
の
も
の
。

　

保
護
協
議
会
の
定
数
を
35
人
か
ら
45

人
に
改
め
る
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
自
衛
隊
員
が
常
時
入
る
な
ど
、
戦

争
に
向
か
う
よ
う
な
内
容
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
条
例
を
提
案
し
た
の
か
。｣

　
「
自
衛
隊
を
取
り
巻
く
国
の
動
き
は

本
質
的
な
部
分
を
抑
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
ま
た
、
国
民
と
し
て
も
戦
前
戦

後
の
歴
史
認
識
を
踏
ま
え
る
中
で
、
国

際
社
会
の
中
で
ど
う
対
処
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
国
民
保
護
協
議
会
条
例
は
、
有

事
の
際
に
市
民
を
い
か
に
安
全
に
対
処

さ
せ
る
か
が
全
て
で
あ
る
。
シ
ビ
リ
ア

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
面
か
ら
い
え

ば
、
長
は
首
長
が
行
い
、
良
識
あ
る
市

民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
懸
念
し

て
い
る
様
な
事
に
は
な
ら
な
い
。
災
害
、

有
事
の
際
に
は
市
民
の
安
全
の
た
め
に

も
自
衛
隊
の
方
か
ら
も
貴
重
な
意
見
を

伺
い
た
い
と
考
え
る
。｣

【
討
　
論
】

　
「
危
険
な
も
の
は
、
き
ち
ん
と
判
断

し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
反
対
で
あ

る
。｣

　
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
趣
旨
は
、

有
事
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

そ
れ
ら
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
自
衛

隊
と
話
を
し
て
備
え
て
お
く
こ
と
は

必
要
だ
と
思
う
の
で
賛
成
す
る
。」

茅
野
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
20
号

反
対
意
見

反
対
意
見

賛
成
意
見

賛
成
意
見

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
教
育
長
に
関
す
る
規
定
を

加
え
、
及
び
教
育
委
員
会
委
員
長
に
関

す
る
規
定
を
削
り
、
並
び
に
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
報
酬
を
改
定
す
る
も
の
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
報
酬
は
、

１
日
千
円
か
ら
年
１
万
５
千
円
に
改
定

さ
れ
る
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

茅
野
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
13
号

　

こ
の
議
案
は
、
電
気
通
信
事
業
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
関
係
規
定
を

整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
。

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
に
関
す
る

条
例
及
び
茅
野
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

可
決

議
案
第
14
号
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不
採
択
の
意
見

不
採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

消
費
税
８
％
か
ら
も
と
の
５
％
に
戻

す
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
３

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め
の
立
法

措
置
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を
求
め

る
陳
情

陳
情
５

　
「
陳
情
者
の
話
か
ら
現
実
は
大
変
苦

し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
地
方
ほ
ど
消

費
税
の
負
担
は
大
き
い
。
社
会
保
障
の

財
源
の
た
め
に
、
消
費
税
を
上
げ
た
は

ず
が
、
立
場
の
弱
い
方
が
恩
恵
を
受
け

て
い
な
い
。
国
の
行
っ
て
い
る
こ
と
が

絶
対
に
正
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
身
近
な
人
の
意
見
を
国
に
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
の
で
、
採
択

と
し
た
い
。」

　
「
今
の
日
本
は
、
超
少
子
超
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
８
百
万
人
の
団
塊
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
問

題
や
、
社
会
保
障
、
医
療
費
、
介
護
費

が
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い
く
こ
と
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
、
財
政

健
全
化
に
向
け
ど
う
舵
を
取
っ
て
い
く

か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
税
に
つ
い
て
は
浅
く
広
く
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
の
時
代
を
ど
う
乗
り
切

っ
て
い
く
か
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
は
地
方
の

隅
々
に
行
き
届
い
て
い
な
い
が
、
景
気

は
上
向
き
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
消
費

税
を
８
％
か
ら
５
％
に
戻
す
こ
と
よ
り

も
、
地
方
に
経
済
の
恩
恵
が
行
き
届
く

よ
う
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
陳
情
は
不
採
択
と
し
た
い
。」

　
「
世
論
調
査
を
見
る
と
、
法
整
備
に

つ
い
て
賛
成
よ
り
も
反
対
の
声
が
多
い
。

内
容
に
つ
い
て
も
他
国
の
武
力
行
為
に

対
し
日
本
が
反
撃
す
る
と
い
う
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
の
平
和
国

家
と
い
う
位
置
付
け
が
危
う
く
な
り
、

些
細
な
誘
発
行
動
に
よ
り
最
悪
の
事
態

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
ち
ら
が
構

え
れ
ば
相
手
も
構
え
る
が
、
胸
襟
を
開

い
て
接
す
れ
ば
構
え
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。
集
団
的
自
衛
権
は
個
別
的
自
衛
権

と
明
ら
か
に
違
う
の
で
、
外
堀
を
埋
め

る
よ
う
な
法
整
備
は
し
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
の
で
、
採
択
と
し
た
い
。」

　
「
陳
情
で
は
、
昨
年
７
月
の
閣
議
決

定
に
よ
り
、
日
本
が
戦
争
に
参
戦
し
、

戦
争
の
で
き
る
国
に
な
っ
た
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。
閣
議
決
定
だ
け
で
は
自

衛
隊
は
動
け
な
い
。
国
は
、
懸
念
を
払

拭
す
る
よ
う
な
議
論
を
し
て
法
整
備
を

進
め
て
ほ
し
い
。
話
合
い
で
の
解
決
が

ベ
ス
ト
で
あ
る
が
、
日
本
は
構
え
る
の

で
は
な
く
、
こ
う
い
う
体
制
を
と
る
と

い
う
こ
と
を
相
手
に
示
し
、
戦
争
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
と
い
う
抑
止
力
に
繋

げ
て
い
く
。
心
配
す
る
方
向
に
行
か
な

い
よ
う
に
、
国
会
の
動
向
に
は
注
目
し

て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
不
採
択
と

し
た
い
。」

不
採
択

不
採
択

経
済
建
設
委
員
会篠

原　

啓
郎

委
員
長

　

経
済
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
議
案
４
件
、
請
願
３
件
、
陳
情

１
件
。

　

こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第

８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
道
認

定
を
す
る
も
の
。

　

国
道
20
号
坂
室
バ
イ
パ
ス
が
供
用
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
道
の
払
い
下

げ
を
受
け
、
市
道
認
定
を
す
る
。
宮
川

坂
室
交
差
点
を
起
点
と
し
て
、
旧
道
と

バ
イ
パ
ス
の
合
流
地
点
、
坂
室
ト
ン
ネ

ル
交
差
点
ま
で
の
道
路
を
引
き
取
る
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

（
宮
川
坂
室
地
籍
）

可
決

議
案
第
２
号

　
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
内
容
に
は
共

感
で
き
る
が
範
囲
が
あ
ま
り
に
も
広
い

の
で
、
法
的
に
は
ど
こ
ま
で
抑
え
た
ら

い
い
の
か
難
し
い
部
分
が
あ
る
。
差
別

や
蔑
視
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な

の
で
趣
旨
は
採
択
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
社
会
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
差
別
を
禁
止
す

る
法
整
備
を
求
め
る
請
願

請
願
４

人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ

ー
チ
を
禁
止
し
処
罰
す
る
法
律
の
制

定
を
求
め
る
要
望
書

陳
情
１

趣
旨採択

趣
旨採択

趣
旨
採
択
の
意
見

　
「
内
容
は
理
解
で
き
る
が
、
政
治
的

背
景
が
あ
り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
部

分
に
限
っ
て
趣
旨
採
択
と
し
た
い
。」

趣
旨
採
択
の
意
見



点
か
ら
、
道
路
や
公
園
な
ど
と
合
わ
せ
、

区
画
整
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。」

　
「
区
画
整
理
の
区
域
は
ど
の
よ
う
に

決
定
さ
れ
る
か
。」

　
「
基
本
的
に
は
、
水
路
や
道
路
な
ど

の
公
共
用
地
で
区
切
り
決
定
す
る
。」

　
「
歩
道
の
街
路
樹
に
つ
い
て
、
植
栽

さ
れ
る
樹
木
の
選
定
や
管
理
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。」

　
「
管
理
は
地
元
の
方
に
お
願
い
す
る

の
で
、
樹
木
の
選
定
も
地
元
の
方
の
意

見
を
尊
重
し
て
い
る
。
街
路
樹
の
中
に

は
、
生
育
状
況
が
悪
い
木
も
あ
る
の
で
、

管
理
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た

い
。」

　
「
区
画
整
理
の
き
っ
か
け
は
、
国
道

20
号
坂
室
バ
イ
パ
ス
の
用
地
確
保
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
良
好
な
住

宅
地
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
観

7

回
答

回
答

回
答

質
問

回
答

質
問

質
問

市道認定（西茅野地区／街路樹）

　

こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第

10
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
市
道
路
線

を
廃
止
す
る
も
の
。

　

西
茅
野
土
地
区
画
整
理
に
伴
い
、
従

前
の
市
道
を
廃
止
す
る
。

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
　

（
宮
川
西
茅
野
地
籍
）

議
案
第
４
号

農
協
改
革
な
ど
、「
農
業
改
革
」に
関

す
る
請
願

請
願
１

可
決

　

こ
の
議
案
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
し
、

ま
た
、
建
築
物
の
制
限
の
適
用
区
域
に 

宮
川
茅
野
地
区
地
区
整
備
計
画
区
域
を

加
え
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
６
月
１
日
。

　
「
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
が
改
正
さ
れ
る
が
、
改
正
部
分
が

適
用
と
な
る
、
移
転
を
計
画
し
て
い
る

建
物
が
あ
る
か
。」

　
「
建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
建

築
基
準
法
の
適
用
の
除
外
に
つ
い
て
規

定
さ
れ
た
、
建
築
基
準
法
第
３
条
第
３

項
第
３
号
及
び
第
４
号
で
は
、
移
転
に

つ
い
て
の
定
め
が
な
い
。
移
転
に
つ
い

て
も
、
適
用
除
外
と
す
る
た
め
、
条
例

に
こ
の
部
分
を
追
加
し
た
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
こ
の
改
正
部
分
に
該
当
す
る
移

転
と
な
る
建
物
は
な
い
。」

茅
野
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

議
案
第
18
号

可
決

不
採
択
の
意
見

　
「
今
行
わ
れ
て
い
る
農
協
改
革
は
、

農
業
を
活
性
化
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
改
革
と
考
え
る
の
で
、
こ
の
ま
ま

進
め
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
。」

　
「
農
業
も
『
儲
か
る
農
業
』
を
目
指

さ
な
く
て
は
、
生
業
と
し
て
成
り
立
た

な
く
な
る
。
ま
た
、
食
料
自
給
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
規
模
化
も
一

つ
の
方
法
と
考
え
る
の
で
、
請
願
に
賛

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

不
採
択

米
価
対
策
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願

請
願
２

不
採
択
の
意
見

不
採
択

　
「
国
内
で
消
費
量
が
減
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
米
が
生
産
さ
れ
、
過

質
問

　

こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第

８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
道
認

定
を
す
る
も
の
。

　

西
茅
野
土
地
区
画
整
理
に
伴
い
、
整

備
さ
れ
た
地
域
内
の
道
路
に
つ
い
て
、

市
道
認
定
を
す
る
。

　
「
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
区
画
整
理

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
経
過
は
。」

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　

（
宮
川
西
茅
野
地
籍
）

可
決

議
案
第
３
号

市道認定（西茅野地区）



　

こ
の
議
案
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴
い
、子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
す
る

利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
料
金
設
定
の
階
層
を
、
市
独
自
の

11
階
層
か
ら
国
の
示
す
８
階
層
に
変
更

し
た
た
め
、
保
護
者
の
中
に
戸
惑
い
が

あ
る
。
制
度
に
馴
染
む
ま
で
11
階
層
で

は
い
け
な
か
っ
た
の
か
。」

　
「
制
度
が
変
わ
る
時
に
合
わ
せ
て
の

変
更
で
あ
り
、
同
額
な
の
で
ご
心
配
の

な
い
よ
う
に
と
説
明
を
し
て
い
る
。」

　
「
一
回
の
説
明
で
全
部
理
解
す
る
の

は
難
し
い
。
市
役
所
に
行
け
ば
説
明
し

て
も
ら
え
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
小

さ
な
子
供
を
連
れ
て
行
く
と
い
う
の
は
、

大
変
な
こ
と
の
よ
う
だ
。
も
う
少
し
か

8

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

質
問

質
問

採
択
の
意
見

趣
旨
採
択
の
意
見

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
請
願

請
願
３

　
「
平
成
25
年
12
月
に
、
国
に
対
し
意

見
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
請
願
も

前
回
提
出
し
た
意
見
書
に
同
じ
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
問
題
は
な
い
。」

　

福
祉
教
育
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
議
案
６
件
、
陳
情
１
件
。

　
「
茅
野
市
を
含
む
諏
訪
地
方
は
、
山

村
振
興
法
で
指
定
さ
れ
て
い
る
、振
興
山

村
地
域
で
は
な
い
が
、森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
を
守
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

た
め
、陳
情
の
趣
旨
に
は
賛
成
で
あ
る
。」

趣
旨採択

地
域
振
興
・
地
域
林
業
の
確
立
に
向

け
た
「
山
村
振
興
法
」
の
延
長
と
施

策
拡
充
に
係
わ
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
陳
情

陳
情
４

採
択

福
祉
教
育
委
員
会

望
月　

克
治

委
員
長

　

こ
の
議
案
は
、
原
村
か
ら

委
託
さ
れ
て
い
た
心
身
障
害
児
就
学
指

導
事
業
を
、
原
村
が
独
自
に
行
う
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
委
託
事
務
か

ら
当
該
事
業
に
関
す
る
事
務
を
削
除
す

る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
告
示
の
日
。
平
成
26
年

度
の
委
託
事
務
か
ら
適
用
す
る
。

心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員
会
・
こ

と
ば
の
教
室
の
事
務
委
託
に
関
す
る

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
６
号

　

こ
の
議
案
は
、
心
身
障
害

児
指
導
委
員
会
の
名
称
を
変
更
し
、
任

務
を
拡
充
す
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
現
行
の
条
例
で
は
、
心
身
障
害
児

そ
の
他
心
身
に
障
害
の
疑
い
の
あ
る
幼

児
、
児
童
及
び
生
徒
の
判
定
を
当
該
委

員
会
で
行
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正

案
に
は
そ
の
記
述
が
な
い
。『
判
定
』は

ど
こ
で
行
う
の
か
。」

　
「『
判
定
』
に
つ
い
て
は
、
第
２
条
第

１
号
の
そ
の
他
就
学
支
援
に
関
す
る
事

項
に
含
ま
れ
て
い
る
。」

　
「
委
員
会
の
名
前
を
変
更
す
る
経
過

は
。」

　
「
心
身
障
害
の
『
害
』
の
漢
字
が
い

か
に
も
害
を
及
ぼ
す
よ
う
だ
と
い
う
こ

と
で
、
子
ど
も
の
将
来
に
渡
る
、
一
生

続
く
支
援
を
す
る
た
め
に
と
の
考
え
で

『
教
育
支
援
委
員
会
』と
し
た
。」

茅
野
市
心
身
障
害
児
就
学
指
導
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

議
案
第
15
号

可
決

茅
野
市
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
を

定
め
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
16
号

可
決

剰
米
と
な
っ
て
い
る
。
農
協
が
過
剰
米

を
保
管
し
、
市
場
に
流
通
す
る
量
を
調

整
す
る
こ
と
で
、
米
価
を
維
持
し
て
き

た
が
、
米
を
在
庫
と
し
て
抱
え
る
こ
と

が
費
用
面
か
ら
厳
し
く
な
り
、
市
場
に

米
を
放
出
し
た
結
果
、
価
格
が
暴
落
し

た
と
も
聞
い
て
い
る
。
請
願
で
は
、
過

剰
米
を
国
が
保
管
し
、
市
場
に
出
回
る

量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
米
価
の
回
復

を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
国
費

を
使
う
こ
と
は
、
非
合
理
的
で
継
続
性

に
欠
け
る
。
そ
の
た
め
、
請
願
に
は
賛

成
で
き
な
い
。」

　
「
過
剰
米
を
政
府
が
買
い
上
げ
、米
の

価
格
に
つ
い
て
補
償
し
て
ほ
し
い
と
い

う
が
、中
に
は
、自
力
で
販
売
を
行
っ
て

い
る
生
産
者
も
い
る
。交
付
金
を
前
提
に

米
を
作
る
と
い
う
農
業
は
、見
直
し
を
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る

の
で
、こ
の
請
願
に
は
賛
成
で
き
な
い
。」



　

こ
の
議
案
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴
い
、
保
育

所
に
お
け
る
保
育
料
に
関
す
る
規
定
を

整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
30
分
単
位
の
料
金
設
定
に
よ
り
事

務
が
煩
雑
に
な
ら
な
い
か
。
ま
た
こ
の

こ
と
に
よ
る
効
果
は
何
か
。
突
発
的
な

時
の
対
応
は
ど
う
な
る
か
。」

　
「
保
育
料
は
月
額
で
の
請
求
に
な
る

の
で
、
事
務
量
が
増
え
る
こ
と
は
想
定

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
料
金
を
節
約
す

る
た
め
に
今
ま
で
よ
り
も
少
し
早
く
お

迎
え
に
来
る
と
い
う
こ
と
が
期
待
出
来

る
。
突
発
的
な
時
間
は
長
時
間
の
ク
ラ

ス
に
入
っ
て
も
ら
う
の
で
、
子
ど
も
も

特
に
問
題
な
く
安
心
し
て
生
活
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。」

す
る
ま
で
待
つ
こ
と
で
、保
護
者
の
不
安

を
軽
減
で
き
る
と
考
え
る
た
め
反
対
。」

　
「
国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
に
市
独
自

の
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
賛

成
す
る
。」

　

こ
の
議
案
は
、
学
習
障
害

者
等
通
級
指
導
教
室
を
茅
野
市
が
設
置

す
る
こ
と
に
伴
い
、当
該
教
室
に
富
士
見

町
の
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

「
議
案
第
33
号
は
富
士
見
町
、
議
案
第

34
号
は
原
村
と
の
委
託
に
な
る
が
、
一

緒
に
委
託
は
で
き
な
い
の
か
。」

　
「
個
々
の
自
治
体
と
の
委
託
な
の
で

一
緒
の
委
託
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
「
ト
ラ
ブ
ル
や
災
害
時
の
補
償
は
ど

う
な
る
か
。」

　
「
ト
ラ
ブ
ル
の
時
は
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
補
償
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
災
害
時
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
と
協
議
し
て
決
定
す
る
。」
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回
答

質
問

回
答

質
問

賛
成
意
見

茅
野
市
と
富
士
見
町
と
の
間
の
学
習

障
害
者
等
通
級
指
導
教
室
の
事
務
委

託
に
関
す
る
規
約
に
つ
い
て

議
案
第
33
号

茅
野
市
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
17
号

可
決

可
決

　

こ
の
議
案
は
、
学
習
障
害

者
等
通
級
指
導
教
室
を
茅
野
市
が
設
置

す
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
教
室
に
原
村

の
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
。

　
「
教
科
化
に
つ
い
て
は
意
見
が
二
分

さ
れ
て
い
て
、
教
科
化
さ
れ
た
時
に
予

想
さ
れ
る
問
題
点
や
課
題
、
考
え
方
が

実
際
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
陳
情
の
願
意
は
「
教
科
化
に

つ
い
て
慎
重
な
議
論
」
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
の
で
採
択
。」

　
「
道
徳
を
き
ち
ん
と
し
た
形
で
位
置

づ
け
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
う
。
そ
の

た
め
に
も
慎
重
に
議
論
す
る
こ
と
は
必

要
だ
と
思
う
の
で
採
択
。」

　
「
道
徳
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難

し
い
面
も
あ
る
が
教
科
と
し
て
格
上
げ

を
し
て
、
子
ど
も
と
真
剣
に
向
き
合
う

こ
と
も
今
の
世
の
中
で
は
必
要
と
思
う

の
で
、
不
採
択
。」

茅
野
市
と
原
村
と
の
間
の
学
習
障
害

者
等
通
級
指
導
教
室
の
事
務
委
託
に

関
す
る
規
約
に
つ
い
て

議
案
第
34
号

道
徳
を
教
科
化
す
る
こ
と
の
再
検
討

を
求
め
る
意
見
書
提
出
の

陳
情

陳
情
６

採
択

可
決

不
採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

み
砕
い
て
説
明
す
る
な
ど
配
慮
が
必
要

で
は
な
い
か
。」

　
「
今
の
と
こ
ろ
、
保
護
者
か
ら
不
安

で
困
っ
て
い
る
と
の
話
は
聞
い
て
い
な

い
。
今
後
も
心
配
な
方
に
は
、
個
別
対

応
を
し
て
い
く
。」

　
「
階
層
分
け
を
変
更
し
た
結
果
、
保

育
料
が
高
く
な
る
方
の
激
変
緩
和
策
で

市
が
持
ち
出
し
を
す
る
に
あ
た
り
、
基

準
財
政
需
要
額
に
変
化
は
な
い
か
。」

　
「
特
に
な
い
が
、
実
際
に
動
き
出
さ

な
い
と
保
育
所
運
営
費
が
ど
の
く
ら
い

に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。」

　
「『
母
子
世
帯
等
』と
あ
る
が
、
父
子

家
庭
は
ど
う
な
る
の
か
。」

　
「『
母
子
世
帯
等
』の
中
に
、『
父
子
家
庭
』

も
含
ん
で
い
る
。」

【
討　

論
】

　
「
新
制
度
は
細
部
が
決
ま
る
の
が
遅

れ
、そ
の
結
果
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に
心

配
を
か
け
て
い
る
。階
層
ま
で
変
更
す
る

の
は
、保
護
者
の
方
へ
さ
ら
に
負
担
が
か

か
る
。変
更
に
つ
い
て
は
、制
度
が
浸
透

回
答

回
答

回
答

質
問

質
問

回
答

質
問

反
対
意
見
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市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

番
　
　
　
号

件　　　　　名

1

7

2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

経

経

経

総

福

総

総

総

総

総

総

総

福

福

福

経

総

総

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

福

福

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

●

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

承認

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

付
託
委
員
会

議
決
結
果

大
久
保
功
身

山
岸
　
正
衛

両
角
　
昌
英

野
沢
　
明
夫

細
川
　
治
幸

勅
使
川
原
は
す
み

堀
　
　
　
晃

樋
口
　
敏
之

小
松
　
一
平

望
月
　
克
治

小
池
　
賢
保

篠
原
　
啓
郎

伊
藤
　
　
勝

宮
坂
　
武
男

伊
藤
　
玲
子

北
沢
千
登
勢

平成26年度茅野市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の
承認を求めることについて

茅野市固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めるこ
とについて

心身障害児就学指導委員会・ことばの教室の事務委託に関
する規約の一部変更について

茅野市一般職の職員の給与に関する条例及び茅野市一般職の任
期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について

茅野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例
について

職務に専念する義務の特例に関する条例等の一部を改正す
る条例について

茅野市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正す
る条例について
行政財産の目的外使用に関する条例及び茅野市都市公園条
例の一部を改正する条例について

茅野市心身障害児就学指導委員会条例の一部を改正する条
例について

茅野市子どものための教育・保育給付に関する利用者負担
額を定める条例について

市道路線の認定について（宮川坂室地籍）

市道路線の認定について（宮川西茅野地籍）

市道路線の廃止について（宮川西茅野地籍）

諏訪広域連合規約の一部変更について

茅野市災害に強い支え合いのまちづくり条例について

茅野市行政手続条例の一部を改正する条例について

茅野市保育所条例の一部を改正する条例について

茅野市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条
例の一部を改正する条例について

茅野市と富士見町との間の学習障害者等通級指導教室の事
務委託に関する規約について

茅野市と原村との間の学習障害者等通級指導教室の事務委
託に関する規約について

茅野市防災会議条例の一部を改正する条例について

茅野市国民保護協議会条例の一部を改正する条例について

平成26年度茅野市一般会計補正予算（第７号）について

平成26年度茅野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
について

平成27年度茅野市一般会計予算について

平成27年度茅野市国民健康保険特別会計予算について

平成27年度茅野市後期高齢者医療特別会計予算について

平成27年度茅野市国民健康保険診療所特別会計予算について

平成27年度茅野市墓地事業特別会計予算について

平成27年度茅野市水道事業会計予算について

平成27年度茅野市下水道事業会計予算について

平成27年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計予算について

平成27年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計予算について

平成27年度茅野市泉野大日影財産区特別会計予算について

３月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧（その１） 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　　※議長は採決には加わりません。



３月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧（その２） 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　　※議長は採決には加わりません。
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陳
　
　
情

議
員
提
出
議
案

請
　
　
願

報
告

番
　
　
　
号

件　　　　　名

1

1

2

3

4

1

3

4

5

6

1

2

3

4

5

経

経

経

総

総

総

経

総

福

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

●

●

●

○

○

●

○

●

●

○

○

○

○

●

不採択

不採択

不採択

不採択

採択

不採択

不採択

可決

可決

可決

可決

否決

付
託
委
員
会

議
決
結
果

大
久
保
功
身

山
岸
　
正
衛

両
角
　
昌
英

野
沢
　
明
夫

細
川
　
治
幸

勅
使
川
原
は
す
み

堀
　
　
　
晃

樋
口
　
敏
之

小
松
　
一
平

望
月
　
克
治

小
池
　
賢
保

篠
原
　
啓
郎
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ヘイトスピーチを含む社会的マイノリティーへの差別を禁
止する法整備を求める請願

人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰する法律
の制定を求める要望書

地域振興・地域林業の確立に向けた「山村振興法」の延長
と施策拡充に係わる意見書の提出に関する陳情

集団的自衛権行使のための立法措置をおこなわないことを
求める陳情

道徳を教科化することの再検討を求める意見書提出の陳情

茅野市議会委員会条例の一部を改正する条例について

茅野市議会会議規則の一部を改正する規則について

意見書案の提出について（人権の尊重を求める）

意見書案の提出について（地域振興・地域林業の確立に向け
た「山村振興法」の延長と施策拡充に係る）

意見書案の提出について（道徳を教科化することの再検討を
求める）

茅野市土地開発公社の経営状況について

農協改革など、「農業改革」に関する請願

米価対策の意見書を求める請願

ＴＰＰ交渉に関する請願

消費税８％からもとの５％に戻すことを求める陳情書

議決日は、３月23日の議会最終日（ただし、議案第１号、７号は、２月26日の開会日に即決）

趣旨
採択

趣旨
採択

平成27年３月定例会　請願・陳情　議決結果平成27年３月定例会　請願・陳情　議決結果

農協改革など、「農業改革」に関す
る請願

米価対策の意見書を求める請願

TPP交渉に関する請願

消費税８％からもとの５％に戻す
ことを求める陳情書

地域振興・地域林業の確立に向けた「山
林振興法」の延長と施策拡充に係わる
意見書の提出に関する陳情

集団的自衛権行使のための立法措置
をおこなわないことを求める陳情

道徳を教科化することの再検討を
求める意見書提出の陳情

ヘイトスピーチを含む社会的マイノリ
ティーへの差別を禁止する法整備を求
める請願

人種差別を扇動するヘイトスピーチを
禁止し処罰する法律の制定を求める要
望書

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　　　旨 提　出　者
採決結果

委員会 本会議

農民運動長野県連合会
諏訪農民センター

農民運動長野県連合会
諏訪農民センター

農民運動長野県連合会
諏訪農民センター

在日本大韓民国民団
長野県諏訪支部

消費税をなくす全国の会
茅野支部

吉村　幸子

不採択 不採択

不採択 不採択

趣 旨
採 択

趣 旨
採 択

趣 旨
採 択

趣 旨
採 択

趣 旨
採 択

不採択

不採択 不採択

採 択 採 択

不採択 不採択

採 択 不採択

南信地区森林労連

茅野市９条の会

吉村　幸子

請願１

請願２

請願３

請願４

陳情１

陳情３

陳情４

陳情５

陳情６

国は、家族農業経営を推進し、食料自給率の向上を
めざすこと。農協のあり方は、農協自身の改革を尊
重し、法的な措置による強制は止めること。

国は、米穀の需給調整に直ちに乗り出し、米価の回
復をはかること。また、米直接支払交付金の半減措
置と米価変動補てん交付金の廃止を撤回すること。

国は、ＴＰＰ交渉に関する国会決議を遵守し、守れ
ない場合は、交渉から撤退すること。

国に対し、ヘイトスピーチを含む人種及び社会的マ
イノリティーへの差別を禁止する新たな法整備を求
めるもの。

国に対し、人種差別、民族差別を煽るヘイトスピー
チを法律で禁止するよう求めるもの。

国に対し、内需を拡大し景気を立て直すため、消費
税率を5％に戻すことを求めるもの。

「山村振興法」が、平成27年３月31日をもって期限
を迎える。国に対し、「山村振興法」の延長や内容
の充実を図ることを求めるもの。

国際情勢の不安解消は武力でなく平和外交で解決す
べきである。国に対し、集団的自衛権行使のための
立法措置を行わないことを求めるもの。

国に対し、道徳の教科化について慎重に議論をする
ことを求める。



　

日
本
は
新
憲
法
の
も
と
、
経
済
成
長
は
著
し

く
発
展
し
世
界
の
先
進
国
と
な
り
ま
し
た
し
、

先
の
大
戦
を
踏
ま
え
て
平
和
の
国
に
成
長
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。戦
後
70
年
の
節
目
の
年
、国
内

外
か
ら
注
目
さ
れ
、
日
本
の
あ
り
よ
う
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
▼
市
議
会
だ
よ
り
が
第
13
号
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
は
い
わ
ゆ
る
「
議

会
改
革
」
へ
一
歩
踏
み
入
れ
た
期
で
あ
り
ま
し

た
。
開
か
れ
た
議
会
へ
と
取
り
組
み
、「
議
会
だ

よ
り
」
の
発
行
や
「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」
が
形
に

な
り
、「
一
般
質
問
」
も
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
改
革
と
い
っ
て
も
「
同
床
異
夢
」
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

真
の
意
味
の
「
呉
越
同
舟
」
に
は
今
一
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
▼
議
員
の
役
目
は
「
チ
ェ
ッ
ク
＆
バ
ラ
ン
ス
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
行
政
は
市
民
福
祉
の
向
上
が
本
旨
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
市
民
に
寄
り
添
っ
て
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
議
員
定
数
が
23

人
か
ら
18
人
に
な
っ
て
２
期
、
十
分
な
検
証
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
多
様
な
生
活
や
多

様
な
文
化
に
応
え
る
た
め
に
は

ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
慮
す
る

こ
と
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
議
員
も
『
寄
ら
ば
大

樹
の
陰
』
で
は
大
成
し
な
い
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
が
ん
ば
り
ま

す
。
▼
こ
の
号
が
市
民
の
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
次

期
の
議
員
選
挙
の
真
っ
只
中
に

な
り
ま
す
。
▼
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
方
の
ご

健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
広
報
部
会
長　

堀　
　

晃
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３月定例会一般質問通告一覧３月定例会一般質問通告一覧３月定例会一般質問通告一覧３３月定例会一般質問通告一覧３３月定例会一般質問通告一覧月定例会一般質問通告一覧３月定例会一般質問通告一覧月定例会一般質問通告一覧３月定例会一般質問通告一覧

茅野市の課題を問う！茅野市の課題を問う！茅野市の課題を問う！

件　　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

「緊急支援交付金」について

北杜市を中心とする定住自立圏構想について

支え合う、魅力ある、安心安全、活力ある地域づくりについて

第3次茅野市行財政改革推進プログラム（案）の公民協働の仕組みの改革について

第3次茅野市行財政改革推進プログラム（案）の組織と職員の改革、財政の改革について

ニホンジカ処理施設の設置について

野外音楽堂、相撲場の活用について

市内公衆無線ＬＡＮの整備について

地域住民を守る施策について

選挙について

当市における、地方創生への取組について

福祉でまちづくりについて

観光振興について

パートナーシップのまちづくりについて

性同一性障害といじめについて

市長の政治姿勢と行政手法について

地方創生の為の雇用の創出と出産・子育て支援について

新たな公共交通体系について

地区コミュニティセンターについて

給食の無料化について

地方創生茅野市版総合戦略について

子育て世代への支援策について

ふるさと納税推進による茅野市のイメージアップについて

一般質問答弁（「検討する」と回答）の取組状況について

新しいまちづくりの施策について

宮　坂　武　男

篠　原　啓　郎

北　沢　千登勢

小　松　一　平

大久保　功　身

樋　口　敏　之

両　角　昌　英

細　川　治　幸

山　岸　正　衛

伊　藤　玲　子

勅使川原はすみ

野　沢　明　夫

小　池　賢　保

伊　藤　　　勝

堀　　　　　晃

望　月　克　治

平成27年３月定例会の一般質問は、３月９日、10日、11日の３日間行わ
れ、16人の議員から25項目についての質問が市側に出されました。

キセキレイのひなキセキレイのひな


